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惑星からの原子の散逸量を研究する方法として、原子（中性粒子・イオン）の共鳴散乱光を観測し、散逸量を

求める方法がある。特に、H・He・O などの共鳴散乱光は極端紫外光領域にあり、極端紫外光を観測可能な光学系

の開発が重要である。また、原子の空間分布やその時間変動などを観測するためには撮像観測が必要である。 

我々のグループは、2006 年に打ち上げ予定の月周回衛星：SELENE に極端紫外観測装置（UPI-TEX）を載せて、

地球プラズマ圏や磁気圏の撮像観測を行う予定である。 

本発表では、極端紫外観測装置（UPI-TEX）の性能評価について報告する。 


